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[推薦理由]

 開発した新技術は、金属3Dプリンターによって独自の3次元構造を造形した金属体で、外部か

ら受ける振動エネルギーは内包した金属粉体に伝達され、金属粉体の衝突力と熱エネルギーへの

変換によって振動を吸収するもので、「金属防振ダンパー」の構造理論を確立いたしました。

 従来の防振台等ではエアーや電源を要したり、必ず劣化する防振ゴムを使用することがほとん

どです。これに比べて金属防振ダンパーは、それ単体で機能し、高強度な金属だけで構成されて

いるので機能劣化・構造劣化が極めて少なく、あらゆる方向からの振動に対応できることが最大

の特徴です。

 この特徴によって従来製品では活用が難しい次の様な条件下で利用が期待されます。

・電力や空圧の供給が困難な条件下

・一度装着した後に容易にメンテナンスできない極端な環境下や構造物

(例 宇宙・海中・地中などの極環境での使用、高温・低温・高圧・低圧・薬品中・ガス中・紫外

線下・放射線下・取付姿勢が常時大きく変化する条件下などの領域での使用）

【独自の3次元構造】
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独自の3次元構造による振動抑制技術の商品化「金属防振ダンパー」

株式会社永田製作所 志村 健文 

金属３Ｄプリンターでレーザをスキャンする際に、内部構造に見える６角形の内側は

レーザ照射せずに粉末のままで積層造形する。これにより基本モデルは内部に、金属粉

末が充填された６角柱が整列した構造となる。



[推薦理由]

【振動吸収のメカニズム】

 金属防振ダンパーに外部から振動が加わると、振動エネルギーは内部に閉じ込められた金属粉

末に伝わり粉末を振動・衝突させます。粉末の振動によって振動エネルギーが熱エネルギーとな

り放熱によって消費されると共に､粉末の衝突によって生じる反力が制振機能として働きます。

【金属防振ダンパーの性能】

金属防振ダンパーは、自社のニーズに基づいて開発されたもので、特許出願も済ませ、

これまでにない自社製品の一つとして、一般向けの販売準備を進めております。

永田製作所のブランド力の向上に貢献しています。


